
1993年、東京大学医学部卒業後、1995年より病理医レジデントとして米国でのキャリアを開始。

従来の疫学と病理学を分子生物学と生物統計学的手法を駆使して統合した分子病理疫学分野
（Molecular pathological epidemiology、略してMPE）を主導し、近年はMPE、ゲノム科学、免疫学、微生
物学の統合を目指した活動に携わる。

2015年より現職。

講演ファシリテーター： 日暮 琢磨先生
肝胆膵消化器病学

現在、ハーバード大学医学部/
マサチューセッツ総合病院留学中

従来の疫学と病理学を分子生物学と統合した

分子病理疫学分野 (MPE）。

国境も学問の枠も超えて活躍される荻野教授が、
米国で現在のポジションに就かれるまでの経緯等をお話くださいます。

沖縄米国海軍病院での研修医勤務を経て
1995年渡米。 2001年よりハーバード大学医

学大学院、ダナ・ファーバー癌研究所、ブリガ
ム＆ウィメンズ病院の病理学インストラクター、
2004年より同助教授、2008年より同准教授、
2015年より同教授及びハーバード大学公衆
衛生学大学院疫学教授。2016年、ブリガム＆

ウィメンズ病院病理部分子病理疫学部門長
就任。2017年よりマサチューセッツ工科大学

とハーバード大学のブロード研究所のアソシ
エートメンバー。

分子病理疫学分野

【参加申し込みはこちら！】2022年1月13日（木）まで

Forms URL : https://forms.office.com/r/ZvHY4LtWRL
または右記QRコードよりご登録ください。
対象：本学医学科生/本学関連医師

医学国際化セミナー オンラインプログラム開催支援制度採択案件

「医師、医学者、あるいは科学者として
キャリアを発展させるには」

ﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ大学公衆衛生大学院教授 荻野周史先生ご講演

2022年1月17日（月）21時～Zoom開催

私はキャリアの中で、分子病理疫学という学際分野
を確立し、当分野を開拓者として牽引する幸運に恵
まれました。その平坦ではない過程における失敗も含
めて議論します。

講演では、医学生・医師・医学者・科学者として、
どうキャリアを切り拓いていくか、考えるべき点につい
てお話します。

この講演が皆さんの自分だけの、自分による、自分
のためのキャリアを築くのに役立てば幸いです。

そんな今までにない新しい研究分野を生み出し、

現在も同分野をリードされている荻野周史教授
にご講演いただきます。

荻野周史先生ご略歴

【お問合せ】
医学教育推進課医学国際化等担当（猪飼・胡子）
TEL：045-352-7968 E-mail：ycumedgl@yokohama-cu.ac.jp
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